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場はインドの台頭をもたらしたのか
第 2 章　 因果連関の理論とグローバル・デザイ
ン・イン・モーション
第 3 章　 インドの貿易，外交的手腕，そして国家
の能力
第 4 章　 グローバルな広がりに向けて財界を再編
成する―インド製薬部門の変化―
第 5 章　 新たな財界グループを動員し国家の手を
縛る―繊維部門の衰退と再興―
第 6 章　 行動する財界―インド繊維部門におけ
る民間部門の変化―
































自由化」が始まった。2001 年 4 月 1 日に輸入数量規
制が撤廃された。平均輸入関税は 2001 年の 24 パー





































1999 年から 2005 年にかけてのきわめて短期間に生
じた現象であると指摘している。
第 4～6 章にかけての 3 つの章は，それぞれイン
ドの製薬産業（第 4 章）と繊維産業（第 5，6 章）





























ソースである。大きく分けて 3 つある。第 1 は
WTO 本部のあるジュネーブ，インドのニューデ
リー，ムンバイ，アーメダバード，そしてワシント


































ベースとしたのは，① 1999 年度に平均関税率が 32
パーセントに上昇したこと（著者は，平均関税率は
90 年度の 87 パーセントから低下をはじめ，94 年度
には 27.2 パーセントへ，さらに 96 年度には 24.6
パーセントへと低下したが，98 年度には 29.7 パー
セントへと再上昇し，2001 年度の 38.5 パーセント
まで徐々に上昇したという WTO・世界銀行の数値




という点である。本書 p.9 に掲載されている図 1-1









































政権，そして 99 年 4 月の第 13 回総選挙の結果を受

















































（注 1）著 者 の 前 著（The Regional  Roots o f 




1999 年 40 パーセントから 35 パーセントに，2001 年
30 パ ー セ ン ト，2004 年 25 パ ー セ ン ト，2005 年 15
パーセント，2007 年 12.5 パーセント，2008 年 10 パー
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